
◎料金の記載のないものは無料です。
◎マークの見方は１２ページ参照。
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い
つ
こ
こ
就
活
講
座
・
就
職
相
談

と
ち
ぎ
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
８
５
・
２
５
・
７
０
０
２

▼
８
月
18
日
㈫
＝
内
職
業
適
性
検
査

▼
８
月
20
日
㈭
＝
内
履
歴
書
作
成
、

面
接
対
策

《
共
通
》時
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職
相
談

あ
り
※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
。
対

15
～
39
歳
ま
で

の
求
職
中
の
方

定
各
先
着
３
人

申
８
月
７
日
㈮

ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接
同
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

青
少
年
の
職
業
的
自
立
支
援
相
談

商
業
振
興
課
・
☎
⑳
２
１
５
９

時
８
月
21
日
㈮
／
午
後
１
時
～
４
時

30
分
場
市
民
会
館
内
就
職
や
日
常
生

活
で
の
悩
み
な
ど
相
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
対
市
内
に
在
住
か
通
勤
し

て
い
る
40
歳
未
満
の
方
や
そ
の
親

族
、
関
係
者
な
ど
※
求
職
活
動
中
の

方
も
可
。
申
８
月
19
日
㈬
ま
で
に
電

話
で
栃
木
県
若
年
者
支
援
機
構（
☎

０
２
８
・
６
７
８
・
４
７
４
５
）

離
職
・
転
職
者
向
け
職
業
訓
練

県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
91

０
８
０
３

時
10
月
７
日

㈬
～
翌
年
３

月
24
日
㈬
場

同
校（
多
田

木
町
）
内
定

▽
機
械
加
工

科
＝
５
人
▽

Ｎ
Ｃ
機
械
科
＝
10
人
▽
板
金
溶
接
科

＝
５
人
料
テ
キ
ス
ト
代
、
作
業
服
代
、

訓
練
生
総
合
保
険
な
ど
※
諸
経
費
は

受
講
者
負
担
。
申
８
月
３
日
㈪
か
ら

９
月
11
日
㈮
ま
で
に
直
接
同
校
※
選

考
日
は
９
月
16
日
㈬
。
求
職
登
録
し

て
い
る
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
申
し
込
み
。
随
時
施
設
見
学
可
。

障
が
い
者
向
け
職
業
訓
練

県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
91

０
８
０
３

時
10
月
５
日
㈪
～
12
月
４
日
㈮
場
社

会
福
祉
法
人
む
つ
み
会
セ
ル
プ
絆

（
有
楽
町
）内
定
▽
介
護
補
助
科
＝
５

人（
知
的
・
精
神
）
料
テ
キ
ス
ト
代
、

訓
練
生
総
合
保
険
の
負
担
あ
り
申
８

月
５
日
㈬
か

ら
９
月
４
日

㈮
ま
で
に
求

職
登
録
後
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
通
じ
て

申
し
込
み
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
講
座
・
展
示

同
セ
ン
タ
ー
・
☎
㊹
７
３
１
１

場
同
セ
ン
タ
ー（
相
生
町
）

■ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
室 

■ 

▼
８
月
19
日
㈬
＝
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
つ
く
り
方
教
え
ま
す
講
プ
ラ
ン

ド
ゥ
ア
シ
ス
ト
代
表
・
白
田 

明
さ
ん

▼
９
月
９
日
㈬
＝
内
美
味
し
い
日
本

茶
の
入
れ
方
講
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・
菊
池 

嘉
一
郎
さ
ん

《
共
通
》時
午
後
２
時
～
４
時
定
各
20

人
申
事
前
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

企業経営課・☎㉒７９１１
ポスター部門【特選】

習字部門【特選】

▶

原 萌衣さんの作品

※その他の入賞者は市ホームページに掲載。

平澤 美友奈
𠮷 田 芽 生
長 尾 咲 利
山 本 椛 乃
大 橋 歩 実
大 平 柚 希

（  南   小 １ 年 ）

（ 山 辺 小 ２ 年 ）

（ 坂 西 北 小 ３ 年 ）

（ 御 厨 小 ４ 年 ）

（ 北 郷 小 ５ 年 ）

（  南   小 ６ 年 ）

原  萌 衣
久 保 裕 悠
岡 部 恭 子
今 泉 成 美

（  南  小３年）

（筑 波 小４年）

（青 葉 小５年） 

（御 厨 小６年）

▶山本椛乃さんの作品

時午前９時３０分～午後１時
▷11日㈫＝助戸公民館
▷12日㈬＝山辺公民館
▷18日㈫＝三重公民館
▷19日㈬＝シルバー人材センター
料包丁５００円から

シルバー人材センター
☎㊹１５１１

８月の刃物研ぎ
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談

■  
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
礎
講
座 

■

時
８
月
29
日
㈯
／
午
後
１
時
～
３
時

講
足
利
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
代

表
・
溝
添
直
哉
さ
ん
題
自
己
理
解
を

深
め
る
定
30
人
申
事
前
に
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー

■ 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
企
画
展 

■ 

▼
彩
美
会
水
彩
画
展（
彩
美
会
の
皆

さ
ん
）＝
時
８
月
24
日
㈪
～
９
月
３

日
㈭

▼
遠
い
日
の
ふ
る
さ
と
展（
小
林
光

次
さ
ん
）＝
時
９
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮

《
共
通
》時
平
日
午
前
10
時
～
午
後
７
時

 

子
ど
も
の
た
め
の
英
語
講
座

国
際
交
流
協
会
・
☎
㊸
２
４
１
２

《
共
通
》
時
９
月
５
日
～
10
月
24
日

（
毎
週
土
曜
日
・
８
回
）場
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
講
高
山
ア
ン
ジ
ェ
ラ
さ

ん
、
ア
レ
リ
・ 

イ
フ
タ
カ
ル
さ
ん
料

３
０
０
０
円
申
８
月
３
日
㈪
か
ら
31

日
㈪
ま
で
に
電
話
で
同
協
会

▼
英
語
で
遊
ぼ
う
＝
時
午
後
１
時
～

１
時
30
分
対
５
・
６
歳
の
未
就
学
児

と
そ
の
保
護
者
定
抽
選
８
組

▼Let's

　Enjoy  English!!

＝
時

午

後
２
時
～
２
時
45
分
対
小
学
１
～
３

年
生
定
抽
選
10
人

初
級
英
会
話
講
座

国
際
交
流
協
会
・
☎
㊸
２
４
１
２

時
８
月
28
日
～
10
月
16
日（
毎
週
金

曜
日
・
８
回
）／
午
後
７
時
～
８
時

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
長
谷
川
マ

リ
ッ
サ
さ
ん
定
抽
選
10
人
料
▽
会
員

＝
２
千
円
▽
会
員
外
＝
４
千
円
申
８

月
３
日
㈪
か
ら
21
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
同
協
会

 

海
の
向
こ
う
の
く
ら
し

　
　
　
　

～
ベ
ト
ナ
ム
編

国
際
交
流
協
会
・
☎
㊸
２
４
１
２

時
９
月
13
日
㈰
／
午
後
１
時
30
分
～

３
時
場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
ベ
ト

ナ
ム
出
身
の
方
に
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化

や
生
活
に
つ
い
て
聞
く
定
先
着
40
人

申
８
月
11
日
㈫
か
ら
９
月
11
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
同
協
会

放
送
大
学  

栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー
足
利
学
舎

生
涯
学
習
課
・
☎
㊸
１
３
１
１

▼
学
生
募
集（
10
月
入
学
）＝
申
９
月

15
日
㈫
ま
で
に
同
大
学
栃
木
学
習
セ

ン
タ
ー（
☎
０
２
８・６
３
２・０
５
７
２
）

※
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
込
可
。

資
料
請
求
は
同
セ
ン
タ
ー
。

▼
毎
日
の
利
用
＝
時
午
前
９
時
～
午

後
９
時
※
毎
月
第
３
月
曜
日
、
年
末

年
始
は
休
館
。
場
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
２
階
内
放
送
大
学
の
授
業
を
収

録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
66
科
目
）や
Ｃ
Ｄ

（
34
科
目
）の
視
聴

原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
展

行
政
管
理
課
・
☎
⑳
２
１
１
２

時
８
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮
／
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
場
市
役
所

市
民
ホ
ー
ル（
本
庁
舎
１
階
）内
８
月

６
日
の
広
島
平
和
記
念
日
、
８
月
９

日
の
長
崎
原
爆
の
日
に
合
わ
せ
た
原

爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

文化課・☎⑳２２３０

詳細は市ホームページへ▶

　大沼田町の大山祇神社
に伝わる御神楽は、江戸
時代後期には盛んに行わ
れていました。保存会に
は、４０代前半から７０代
までの１５人が所属。５０

代のメンバーが主となって、春秋の祭礼などで神
楽を演じています。７０歳で現役を退き指導者に
なるため、積極的に若手を勧誘し、引退するメン
バーが得意だったものを引き継いでもらうこと
で、途絶える演目がないよう工夫しています。
　「平均年齢が若く、年代も近いのでコミュニケー
ションが取りやすい」と語る保存会の鳩貝会長。

大
おおやまづみじんじゃだいだいかぐら

山祇神社太々神楽保存会

（昭和４０年市指定）

御神楽—大山祇神社太々神楽—

▶
大
山
祇
神
社
太
々
神
楽

　

保
存
会
所
蔵
の
神
楽
面

時８月１日㈯～９月３０日㈬／午前

史跡足利学校復原３０周年記念企画展
『足利学校に魅せられた来訪者たち（前期）』

史跡足利学校事務所・☎㊶２６５５

９時～午後５時※受付は午後４時
３０分まで。場史跡足利学校遺蹟
図書館内谷 文晁や吉田松陰など、
江戸時代に来訪した人物を関係史
料と共に紹介料要参観料

全員が仕事を持つなか、会の運営や技
術の継承に心を砕いていました。

▲保存会所蔵の神楽面

※本号に掲載しているイベントなどは、新型コロナウイルス
感染症の影響により、延期や中止になる可能性があります。


